
老人福祉センター

高齢者の活力で地域社会を元気にしよう

展示品を見て、昔を思い出しながら、語り合いましょう
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この広報誌は共同募金の配分金を活用して作成しています。 この広報誌は共同募金の配分金を活用して作成しています。

法人運営事業 4,816,480
善意銀行事業 912,466
福祉募金事業 1,230,320
区地域活動支援交付金事業 46,407,200
助成事業 220,988
共同募金配分金事業 6,002,204
福祉推進基金事業 1,536,737
地域包括支援センター事業 76,654,581
生活支援体制整備事業 7,265,550
住民の助け合いによる生活支援活動事業 3,698,521
介護予防事業 4,735,256
通所介護事業(地域密着型) 17,559,644
居宅介護支援事業 6,965,731
見守りネット事業 17,362,738
セーフティーネット構築事業 21,946,342
生活福祉資金貸付等事業 3,000,000
生活困窮者自立相談支援事業 11,349,696
老人福祉センター事業 18,682,697
子育て活動支援事業 33,045,423
あんしんさぽーと事業 355,650
事業活動支出計 283,748,224
事業活動収支差額 10,723,951 事業活動収支差額 4,624,000

法人運営事業 5,418,000
善意銀行事業 500,000
福祉募金事業 1,440,000
区地域活動支援交付金事業 48,575,000
共同募金配分金事業 5,900,000
福祉推進基金事業 1,350,000
地域包括支援センター事業 84,920,000
生活支援体制整備事業 7,400,000
住民の助け合いによる生活支援活動事業 4,566,000
介護予防事業 4,960,000
通所介護事業(地域密着型) 17,093,000
居宅介護支援事業 7,941,000
見守りネット事業 16,566,000
セーフティーネット構築事業 22,784,000
生活福祉資金貸付等事業 5,600,000
生活困窮者自立相談支援事業 15,715,000
老人福祉センター事業 18,561,000
子育て活動支援事業 35,253,000
あんしんさぽーと事業 355,000

事業活動支出計 304,897,000

会費収入 2,773,250
寄附金収入 1,659,009
経常経費補助金収入 54,146,771
助成金収入 3,047,588
受託金収入 163,048,518
事業収入 1,427,430
介護保険事業収入 65,269,313
受取利息配当金収入 1,345,708
その他の収入 1,754,588
事業活動収入計 294,472,175

会費収入 2,683,000
寄附金収入 2,100,000
経常経費補助金収入 55,125,000
助成金収入 0
受託金収入 179,048,000
事業収入 832,000
介護保険事業収入 66,240,000
受取利息配当金収入 1,353,000
その他の収入 2,140,000
事業活動収入計 309,521,000

令和元年度　決算 令和２年度　予算額
収入の部 収入の部

支出の部 支出の部

令和 2年度　事業計画
地域福祉活動と福祉や介護等の公的サービス、従事する専門職等が連携するこ
とにより、課題の早期発見や深刻化の防止、迅速な相談対応につながっていく。
近い将来、すべての区民が生きがいや役割を持ち、ともに活動し、地域共生社会
が実現できるよう、各事業の担当職員が、そのことを理解し、積極的に地域に出
向き、活動の支援や相談対応、学習の場づくり等に取組んでいく。

①支え手側と受け手側に分かれるのではなく、誰もが役割を持ち、活躍できる
地域づくり

②地域福祉活動の目的を確認、共有する場や学習、検討の場づくり

③福祉や介護の相談窓口の分野を超えた連携、医療と介護のネットワークづ
くり

④自立に向けたケアプランの作成のための啓発と検討の場づくり

⑤暮らしにくさを感じる区民に対して、必要な支援、福祉サービスの提供

⑥大規模災害への対応に必要な準備と連携の強化

　東成区内では昨年、みなさまより 7,276,203 円のご厚意をお寄せいただきました。
お一人おひとりの善意が私たちの街を良くし、被災地の支援にも役立っています。
　東成区では、ボランティアの方々が地域で、また、学校や企業でも募金に協力していただい
ています。今年も募金へのご理解ご協力をお願いします。

災害時は医療支援、こころのケア、救
援物資（毛布など）の配布を、平時は救
急法等の講習、ボランティアや青少年
奉仕団の育成などに役立てられます。

みなさま方からお寄せいただきました義
援金は、被災都道府県が設置する義援金
配分委員会へ全額をお届けします。ご支
援・ご協力ありがとうございました。

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、東成区の地域福祉活動も中止していました。
どうしたら再開できるのかボランティアの皆さんが何度も話し合い、感染対策について
学習し、最近になってやっと活動を再開できるようになりました。
外出自粛のためなかなか人に会うことができず、楽しくお話もできなかった期間を経験
し、これまでつくり上げてきた地域のつながりが、とても大切なものだったと実感しまし
た。
これまでと同じ様にいかないことが多いですが、こんな中でもできることを見つけ、地域
のつながりを絶やさないために頑張って乗り越えていきましょう！！

東成区内では 9 地域で食事サービス活動を実施しています。これまでは
ボランティアの方が主体となり手作りの食事をみんなで食べたり、お弁当
を自宅まで届けることをとおして、地域の見守り活動をおこなっていました。
10月ごろからようやく全ての地域で活動が再開されています。
「久しぶりに会えてよかった～」「元気にしてた～？」とみなさん活動の再開
を喜ばれています♪

喫茶・サロン活動では、美味しいコーヒーとお
菓子が用意されていて、参加する一つの楽しみ
になっています。
参加者の皆さんも、一口飲んだらすぐマスクを
つけたり、相手との距離を広くとったりしてい
ます。
参加者の間に置くアクリル板を手作りで作成
した地域もありました。
試行錯誤しながら感染対策をみんなで意識し
ておこなっています！

東中本地域で、【おれんじ大学 フリースクール（通信コース併設）】がはじまりました。
この教室は、開校時間内であればいつでも出席でき、憩の家で問題を解いても良し！自宅で問題を解い
ても良し！そんな、3密を回避した新しいスタイルの認知症予防教室です。
「いつでも出席できるなら、気軽に参加できそう」といった声も聞かれます。自分のタイミングで楽しく
続けていきましょう♪

中央共同募金会デザインポスター
（ポスターモデル：女優　桜井日奈子）

東成地区共同募金会

赤い羽根共同募金
令和２年度（第 74 回）テーマ

「つながりをたやさない社会づくり」
10月1日～12月31日募集期間

再開してきました!!
地域の福祉活動

コロナ対策は万全に!

高齢者食事
サービス活動

喫茶・サロン活動
『東中本おれんじ大学』フリースクール

大阪市東成区社会福祉協議会社会福
祉法人

東成区在宅サービスセンター

関西みらい

電話

●開館時間
月～金曜日：
午前9時～午後7時
土曜日：午前9時～
　　　　　午後5時30分

東成区老人福祉センター

電話

東成区子ども・子育てプラザ

電話
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オオサカメトロ千日前線

オオサカメトロ千日前線

オオサカメトロ
今里線

地域福祉活動サポーター事務所地域福祉活動サポーター事務所

８，４１８，３５０円
(含､大阪府支部扱)

４，３９３，８１６円

日本赤十字社 協力会費
(社資募集)

令和２年７月豪雨災害義援金

日本赤十字社大阪府支部東成地区奉仕団

受彰 ※日本赤十字社へ多額の活動資金を寄せられた功績による

日赤東成地区
［単年度活動資金募集達成表彰状］
東成区赤十字奉仕団
［協力団体感謝状］

再開した活動を一部ご紹介します♫日　　時 令和３年２月10日（水）午後１時30分～２時45分
講演会終了後は「お楽しみ抽選会」があります。

展示期間 令和３年２月15日（月）～26日（金） 展示場所

次のようなものをお貸しください

東成区老人福祉センター　３階

場　　所 東成区民センター　大ホール

参加対象 東成区内の高齢者の方
高齢者の地域活動支援に関わる方　など
参加申込受付中。
（事前申込みが必要　希望者が多くご参加いただけない場合のみご連絡します）

【写　　真】
 ・今里や玉造に市電が走っていた頃（昭和30年代）
 ・大阪環状線ができた頃（それまでは城東線）（昭和30年代）
 ・地下鉄千日前線が開業した頃（昭和40年代）
 ・中央大通りや内環状線を建設中の頃（昭和30～40～50年代始め）
 ・かつて東成区にあった建物など東成区を中心とした昔懐かしい写真
 ・自分がこどもの頃の写真　など

【レコード】
 ・昭和30～40年代に流行した歌の
　レコード（ドーナツ版）やそのジャケット
【家庭用品】
 ・今はあまり見かけない かつて使って
　いた家庭用品

〇提供のお申し出　展示品提供票にご記入をお願いします
　　　　　　　　 ※展示品の持ち込み方法等については別途連絡します
　　　　　　　　 ※貴重な写真、高価な品、持ち運びが容易でないものなど、展示をお断りすることがあります。
　　　　　　　　 また、展示品提供数を制限させていただく場合がありますので、その際はご了承ください。
〇展示品募集期間　募集中～令和3年1月15日（金）まで
〇お問い合わせ　　東成区老人福祉センター 東成区大今里西3-6-6 電話6972-0855

主　　催 東成区高齢者の生きがいと健康づくり総合推進会議・
東成区老人クラブ連合会・東成区老人福祉センター

お問い合わせ・
お申込み先

東成区老人福祉センター（東成区老人クラブ連合会）
東成区大今里西３-６-６　電話06-692-0855
※新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止のため、ご来場の際は、マスクの着用をお願いします。
　感染拡大等の状況により、講演会は中止又は延期になる場合があります。

桃山学院大学　名誉教授
大阪市障害者福祉・スポーツ協会理事長
（元 大阪市ボランティア・市民活動センター所長）

いしだ やすのり

石田　易司先生

講師

東成区社会福祉協議会

東成区在宅サービスセンター
１階ロビーにて配布開始
無くなり次第終了

2021スケジュール帳

●休館日：月曜日、国民の祝日（5/5を除く）、年末年始
　（月曜日が祝日の場合はその翌日も休館）

●休館日：日曜日、国民の祝日、年末年始（12/29～1/3）



新しい生活様式を踏まえた知恵と工夫をSHARE

在宅生活応援！新しい生活様式
知恵と工夫のSHAREプロジェクト 実施

令和2年 （2020年） 12月発行No.762 3ひがしなり

令和２年度 見守りネットワーク
強化事業協力者連絡会 いきいき教室

おたよりの発送

いきいき教室の再開

大阪市委託事業：なにわ元気塾介護予防教室事業見守り相談室 ボランティア・
市民活動センター

　新型コロナウィルス感染防止に伴い、なかなか開催ができない状況下にありましたが、人
数の制限や環境を整え、2回に分けて開催しました。
①見守りネットワーク強化事業についての説明
②ライフライン事業者との協定による、緊急対応についての事例
③認知症高齢者等、行方不明によるメール配信についての事例
を紹介し、各地域で発見した事例や、地域での対策、今後の取り組みについて等、短い時間で
したが、情報共有と意見交換ができました。
　また、身近な見守り活動の必要性を改めて感じていただけるよう、昨年度実施したアン
ケート結果のふり返りをしました。
　今後も、定期的な開催をめざし、地域福祉活動サポーター、民生委員、町会役員のみなさ
ん、専門職等と連携を図り、見守りの強化に努めていきたいと思います。

新型コロナウイルス感染予防のた
め、今年度は施設へ行ってのパ
フォーマンス等活動ができていない
状況です。メンバーで集まって今後
の活動に向けて話をしているグルー
プもあります。
メンバー同士顔を合わせる機会も
減ってきているので、集まって話を
する機会を楽しみにされています。

区内では、感染予防対策を講じて開
催しているサロンやお弁当を持ち帰
りにする子ども食堂など形式を変え
て実施しているサロンもあります。
これから新しく開かれるサロンもあ
りますので、サロンマップを見て区
内を歩いてみてください。（新型コロ
ナウイルス感染予防のため、開催し
ていないサロンもありますので、事
前に問い合わせをお願いします。）

新しい生活様式を踏まえた区民のみなさまの生活の知恵や工夫にかかるエピソードに、リハビリ
テーションの専門的視点からアドバイス・応援コメントを加え、ホームページ上でShare（共有）
するプロジェクトを6月1日から実施しています。
みなさまのエピソードにほっこりと共感できたり、新しい生活様式に取り入れた工夫から学んだ
り、今求められている「新しい生活様式」への不安や戸惑いを新たなつながりの形から安心に変え
る取り組みです。

20代から90代の方まで、たくさんの知恵・工夫がご覧いただけます。
ホームページをご覧ください。

現在冊子を作成中です！
　「インターネットを使わないからホームページが見れない」と
いうお声をいただき、冊子の作成に向けて、実際に取材。当時の
状況を振り返りながらインタビューをしています。
気持ちの変化や周囲の反応、懐かしい昔話から、ご家族について
など、たくさんのお話を聞かせていただいています。

Facebook・Twitterでもエピソードの更新情報を
随時発信しています。
冊子が完成しましたら各SNSでご報告いたします。
必要な方はお問い合わせください。

エピソードのご応募は、お名前・住所・電話番号を記載して、官製ハガキにて東成区社会福祉協議会まで。

お絵かきにはまりました。最初は子供の為でしたが、だん
だんと本気に。

（30代男性）

アルコール消毒液を持ち歩き、ことあるごとに消毒してい
ます。今では、息子たちが、エレベーターのボタンを押した
だけで「はい！消毒して！」と手を出すようになりました。

（30代女性）

年賀状だけのつながりだった遠くの友達に、電話をしてい
ます。これをきっかけに声を聞いています。
5人の孫達に会えないのは寂しいですが、メールでガマン。

（70代女性）

20代30代子育て中の方の知恵と工夫がたくさんSHAREされています！

【企画・実施】
 ・東成区社会福祉協議会
 ・東成区リハビリテーション連絡会
 ・入浴サービス株式会社

東成区では、人と人とのつながり、組織や団体同
士のつながりを大切にしながら、ふれあいのあ
る、支え合いの活動をすすめ、誰もが安心して暮
らせる地域づくりに取組んできました。
しかし、新型コロナウィルス感染症の拡大によ
り、地域福祉活動の拠点である「通いの場」や「つ
どいの場」が開催できなくなってしまいました。
このような環境の変化があっても、参加者のここ
ろやからだ、活動者の気持ちややりがいに影響
がでないように活動を取り戻していくためにも、
感染症対策や地域社会の情勢、参加者や活動者
の心身の状況にも配慮した「通いの場」や「つど
いの場」の運営が必要です。

　たくさんの方々から返信いただきました！
様々なご意見や教室再開を待ち望む声が数多く寄せられました。
訪問は困難なため、お電話で近況をお伺いすることが長らく続きましたが、このことを
きっかけに、月に1回の「つどいの場」がいかにみなさんのこころと身体の健康維持に
つながっていたかが見えてきました。
　その後も、２回目のおたより発送時には、令和２年度の教室実施スケジュール表と感
染予防対策に関する最新情報などを同封し、事業再開に向けて準備していただく声か
けをはじめました。

東成区では、全１１地域、７月から
新型コロナウイルスの感染予防対策などに
留意し、事業をスタートさせました。
運動・栄養・口腔・認知症予防・
レクリエーションなど各プログラム進行中

偏った食生活になってませんか？　身体に必要な栄養・・・・・
みんなで楽しく、バランスの取れた食事の献立を考えて♪
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マスクの下で、表情が固まってしまってませんか？
表情筋を動かしましょう！
歯の磨き方について。歯ブラシの交換時期につい
て。入れ歯について。
お口の中のお手入れが十分な方は、うがい同様、感
染症にもかかりにくいと言われます。パタカラ♪パ
タカラ♪舌のトレーニングも忘れずに。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年２月２０日以降、６月末まで開催中止しました。７月より実施計画どおり再開しています。

どうお過ごしですか？ 
講師の先生方からのメッセージも添えて

通いの場・つどいの場の再開に向けて ～新型コロナウィルス対策について～

❷感染予防チェックリスト（子育て支援活動）（PDF）
❸感染予防チェックリスト（ふれあい喫茶・サロン活動）（PDF）

❺感染予防チェックリスト（その他）（PDF）
❹感染予防チェックリスト（高齢者食事サービス活動）（PDF）

❶通いの場・つどいの場の再開に向けて ～コロナウィルス対策について～（PDF）

返信用はがきを同封

20代
20件

30代
21件40代

7件50代
4件

60代
4件

70代
7件

80代
11件

90代
1件

不明
6件

ご応募いただいたエピソードの内訳（11月末現在）

応募数
81件

Withコロナ時代に高齢者の健康二次被害をスポーツや社会参加で予防するために人との接触を避けて外出を自粛したことによる健康二次被害
筋量・筋力の低下
歩行速度の低下
認知機能の低下

転倒、骨折、寝たきり、持病の悪化、認知症の発症など

健康二次被害を防止するために
高齢者ご自身へ

高齢者のご家族や地域で見守りをする方へ

健康な高齢者が2週間家の中であまり動き回らないようにすると、足の筋肉量が3.7％減少したという報告もあります。
約3.7年分の老化に相当！

●「歩く速度が遅くなった」や「物忘れが増えた」など、日常生活で変化したことを確認しましょう。
●心身ともに健康でいるためには、運動・スポーツを続けることが大切です。●感染予防に努めながら、買い物や園芸作業など、外出して体を動かしましょう。●感染予防対策がとられている地域のコミュニティや運動教室等に参加しましょう。●バランスのよい食事を摂りましょう。

●会話や声掛けをして、近所での散歩など体を動かすように勧めましょう。●日々連絡を取り、外出や身体活動の状況、行動や言動などの変化に留意しましょう。
●直接会えない場合は、パソコンやスマートフォンを活用して、テレビ電話等のリアルタイムの動画通信でつながりを保ちましょう。●感染症対策を実施し、各種運動教室等を実施・再開しましょう。※感染予防対策をしっかりした上で、サークル活動など人との交流、買い物などの外出も健康を保つ上で重要です。厚生労働省の健康日本２１【第二次】では、65歳以上の方の1日あたりの歩数の目標は、男性7,000歩
女性6,000歩です。
　無理せず、少しずつ体を動かす機会をふやしていきましょう。　病気や痛みなどがある方は、かかりつけ医に相談しましょう。

（参考）スポーツ庁 HP

❶
❷

❸
❹

❺

介護予防教室への参加は
不要不急の外出ではありません!!
みなさんが日常の生活を
維持するために必要な取り組み
です。


